
保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

施政方針と予算

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

4月のお知らせ

三豊市教育大綱策定 ／ 「南部高齢者サポート」開設 ／ 
マイナンバーカードの受け取り ／ コミュニティバス運行時刻変更 ／ 
市民センター仁尾利用開始

国保人間ドック、予防接種 ／ 
国保税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の仮徴収 ／ 
後期高齢者医療保険料のお知らせ ／ 国民年金 ／ 
鳥獣被害防止対策補助金 ／ 耕作放棄地再生利用対策補助金 ／ 
税のお知らせ ／ 春のイベント ／ 
粟島アーティスト・イン・レジデンス２０１６ ／ 福祉タクシー

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 納税のお知らせ ／
マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

男女共同参画 ／ みとよ safe ＆ peace

妊婦・乳児一般健康診査受診票の交付内容変更 ／ 
日常生活用具給付 ／ 遺児年金支給事業 ／ 
　　 's Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診　など
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財
田
町
の
図
子
忠
義
さ
ん
（
78
）、
フ
ミ
コ
さ
ん
（
76
）

ご
夫
妻
は
、「
財
田
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ
」
の
横
に
あ
る
自

分
の
竹
林
で
、
５
〜
６
年
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

「
今
日
は
み
ん
な
の
じ
い
ち
ゃ
ん
や
か
ら
、
分
か
ら
ん

こ
と
は
聞
い
て
よ
と
言
う
と
、
み
ん
な
が
『
じ
い
ち
ゃ
ん
、

来
て
〜
！
』
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
交
流

で
き
る
の
が
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
忠
義
さ
ん
。

ま
た
、
宝
山
湖
の
周
辺
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
桜
や
ア

ジ
サ
イ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
な
ど
を
植
え
て
、
訪
れ
る
人
が
季

節
の
花
を
楽
し
め
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

「
何
で
そ
ん
な
え
ら
い
こ
と
す
る
ん
や
っ
て
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
自
分
が
や
り
た
い
か
ら
し
て
い
る
の
で
、
し

ん
ど
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
一
人

で
す
る
の
は
大
変
や
け
ど
、
妻
と
二
人
で
す
る
か
ら
楽
し

い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
健
康
で
元
気
な
う
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け

た
い
と
い
う
二

人
。
無
理
を
せ

ず
、
で
き
る
と

き
に
や
り
た
い

こ
と
を
す
る
の

が
、
長
続
き
す

る
コ
ツ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

表 紙

三豊市の人口 ※平成28年3月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 22,802 世帯（+25） 総人口 65,296 人（-38） 男 31,191 人（-17） 女 34,105 人（-21）

み
ず
み
ず
し
い

田
園
都
市
を

目
指
し
て

第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日
、
横
山
市
長
が
平
成
28
年
度
の
施
政

方
針
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
未
来
に
向
か
っ
て
大
胆
に
挑
戦
で
き
る
、
と

き
め
き
あ
ふ
れ
る
み
ず
み
ず
し
い
三
豊
を
目
指
し
て
計
上
さ
れ
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
０
７
億
８
千
万
円
。「
強
く
や
さ

し
く
楽
し
い
三
豊
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、

6
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

英語で
おお・・もも・・てて・・なな・・しし
平成２８年度がスタートしました。今年は
瀬戸内国際芸術祭２０１６の年。粟島でも
10月 8日（土）～ 11月 6日（日）の 30日
間にわたり、現代アート作品の展示などのイ
ベントが開催されます。
前回の芸術祭は大盛況で、三豊市にも大勢
の外国人が訪れました。今回もきっとそうな
るはず！おもてなしの気持ちを英語で伝えら
れたら、すてきだと思いませんか？
ということで、今月から、誰でもしゃべれ
る簡単な英会話をご紹介します。

【日本語】
こんにちは！ローラです。
私と一緒に、英語で
お・も・て・な・し  しましょう！

Hello! I'm Laura.
Let's learn how to welcome 
visitors together in English!

▲大好きな宝山湖をバックに。ベンチも自分た
ちで設置しました

ハロー

レッツ

ビジターズ トゥゲザー イン イングリッシュ

ラーン ハウ トゥ ウェルカム

アイム ローラ

1

平
成
28
年
度　

施
政
方
針
と
予
算



未
来
志
向
の

ま
ち
づ
く
り
を

10
年
間
で

　
　

約
５
，６
０
０
人
減
少

国
勢
調
査
の
人
口
速
報
値
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
三
豊
市
は
６
５,
５
６
６
人

で
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
よ
り
は
上
回
り
、
減
少
率
は
県

内
８
市
の
う
ち
５
番
目
だ
っ
た
と
は
い

え
、
合
併
以
来
、
10
年
間
で
約
５,
６

０
０
人
の
減
少
と
な
り
、
一
つ
の
町
が

消
え
る
ほ
ど
の
規
模
で
減
少
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
10
年
前
は
年
間
で
５
０

０
人
前
後
生
ま
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

が
、
今
で
は
４
２
０
人
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
財
政
面
で
も
平
成
28
年
度

か
ら
段
階
的
な
交
付
税
の
縮
減
が
始
ま

り
、
中
長
期
的
に
は
厳
し
い
財
政
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
人
口
と
財
源
の
縮

小
時
代
。
こ
の
現
実
の
流
れ
を
直
視
し

て
、
高
度
成
長
期
の
考
え
方
と
は
決
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
力
は

　
　

県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

人
口
の
社
会
減
の
流
出
先
を
見
て
み

る
と
、
東
京
と
高
松
に
大
き
く
流
出
し

て
い
ま
す
。
日
本
が
東
京
に
、
香
川
県

が
高
松
に
コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
て
い
る

感
が
あ
り
ま
す
。

三
豊
市
は
合
併
以
来
、
都
市
機
能
を

集
中
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
は
目
指
さ
ず
、
三
豊
市
の
持
つ
豊

か
な
自
然
と
共
生
し
て
、
広
く
ゆ
っ
た

り
と
暮
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
田
園

都
市
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
合
理
性
と
い
う
意
味
で
弱
点
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
も
の
が
市
民

力
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
、
市
民
力
を

前
面
に
押
し
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
市
民
力
と
い
う
点

で
は
、
県
内
一
の
実
感
が
あ
り
ま
す
。

み
ず
み
ず
し
い
三
豊
こ
そ

　

若
者
が
住
み
や
す
い
地
域

三
豊
市
を
は
じ
め
、
地
方
の
特
徴
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
意
識
が
強
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
は
住
む

人
間
に
安
心
感
と
存
在
感
を
与
え
ま
す
。

反
面
、
帰
属
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
、
因

習
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
ル
ー
ル
が
固
定

化
し
て
狭
く
閉
鎖
的
な
地
域
主
義
に
陥

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
減
少
の
一
要

因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
三
豊
市
は
、

あ
く
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
意

識
が
あ
り
な
が
ら
も
、
寛
容
で
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
が
可
能
な
「
み
ず
み
ず
し
い

地
域
主
義
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
が

田
園
都
市
で
あ
り
、
若
者
が
住
み
や
す

い
地
域
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

「
時
間
と
い
う
の
は
い
つ
も
現
在
で

あ
っ
て
、
そ
の
永
遠
の
現
在
は
、
常
に

未
来
を
志
向
す
る
力
と
過
去
に
執
着
す

る
引
力
と
の
、
二
つ
の
相
反
し
た
方
向

に
働
く
力
の
緊
張
し
た
相
克
と
バ
ラ
ン

ス
の
中
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

若
者
は
未
来
を
強
烈
に
志
向
し
、
高
齢

者
は
や
や
も
す
れ
ば
過
去
に
安
心
感
を

覚
え
ま
す
。

東
京
は
、
過
去
か
ら
の
引
力
を
吹
き

飛
ば
し
、
迷
う
こ
と
な
く
未
来
を
志
向

し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
若

者
た
ち
を
吸
い
寄
せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
で
は
、
過
去
の
遺
産
が

財
産
で
な
く
負
担
に
な
り
始
め
て
い
ま

す
。
空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
、
人

口
が
減
少
す
る
時
代
に
、
今
の
若
い
世

代
は
必
要
と
し
な
い
も
の
を
残
さ
れ
る

と
困
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。
行

政
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
本
年

度
か
ら
取
り
組
む
第
二
次
行
政
改
革
は
、

過
去
の
引
力
に
ひ
る
ま
ず
、
未
来
に
向

か
っ
て
断
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
一
次
行
革
以
上
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て

　
　

大
胆
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

合
併
10
周
年
に
あ
た
り
、
第
二
ス
テ

ー
ジ
に
向
か
う
三
豊
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

過
去
へ
の
執
着
を
弱
め
、
未
来
を
志
向

す
る
方
向
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
、
中

高
年
が
次
を
求
め
て
前
を
向
き
、
若
者

た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
大
胆
に
挑
戦

で
き
る
、
と
き
め
き
あ
ふ
れ
る
み
ず
み

ず
し
い
地
域
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
は
、
公
有
財
産

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
積
極
的
な
民
間

活
力
の
導
入
な
ど
、
徹
底
し
た
未
来
志

向
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
方
針
の
も
と
編

成
し
た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予

若
い
世
代
、
特
に
若
い
女
性
た
ち
が

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
合
意
に
至
り
、
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。本

市
に
お
い
て
は
、
三
豊
市
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
耕
作
放
棄

地
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
農
業

者
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、

六
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
を
推
進
し
、

三
豊
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
本
市
農
産
物

の
販
路
拡
大
と
商
品
開
発
を
積
極
的
に

支
援
す
る
た
め
、
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対

し
即
効
性
の
あ
る
対
応
を
実
施
す
る
た

め
、
農
業
振
興
対
策
基
金
へ
の
新
た
な

積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。
ま
た
合
併
10

周
年
記
念
と
し
て
三
豊
の
お
い
し
い
産

物
を
一
堂
に
集
め
、
三
豊
の
食
の
祭
典

「
み
と
よ
大
収
穫
祭
」（
仮
称
）
を
開
催

し
、
フ
ル
ー
ツ
王
国
み
と
よ
を
強
く
発

信
し
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
立
地
促

進
条
例
に
基
づ
く
奨
励
措
置
を
講
じ
、

活気にあふれ、
産業が躍動するまち1
産業・雇用

新規事業
重点施策

農業振興対策基金事業
1億3,900万円

移住・定住促進家賃補助事業
2,100万円

算
は
、
歳
入
歳
出
３
０
７
億
８
千
万
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
新
総
合
計

画
に
示
す
６
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
、

そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

▲三豊の「うまい!!」が大集合する食の祭典に

市
政
運
営
の
所
信

平成28年度 施政方針と予算
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起
業
支
援
情
報
の
発
信
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
か
ら
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
の

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
観
光
協

会
や
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
て
、
三

豊
市
の
好
感
度
向
上
や
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
６
は
、
市
内
へ
の
経
済

効
果
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
地
元
特
産
品
な
ど

の
返
礼
品
を
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
寄
附
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ

た
施
策
へ
の
活
用
を
行
う
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
投
資
な
ど
を
活
用
し
た
フ
ァ

ン
ド
方
式
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

若
者
の
住
宅
取
得
時
の
支
援
は
、
人

口
対
策
に
大
き
な
効
果
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
28
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
指
定
宿
泊
施
設
を
利
用

し
本
市
へ
の
移
住
を
検
討
す
る
方
や
、

各
種
活
動
を
行
う
学
生
団
体
に
引
き
続

き
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
強

化
に
努
め
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、

県
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
し
賃
貸
住
宅

の
家
賃
補
助
を
行
う
な
ど
、
人
口
増
加

対
策
に
さ
ら
な
る
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
広
く
募
集

し
、
外
か
ら
の
新
し
い
感
性
を
加
え
て

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

三
豊
市
は
、
四
国
で
唯
一
の
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
で
す
。「
ご
み
は
全

て
資
源
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、
徹
底
し
た
資
源
化
・
減
量
化
を
図

り
、
最
終
的
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化

セ
ン
タ
ー
み
と
よ
」
で
さ
ら
に
資
源
と

し
て
再
生
さ
せ
る
と
い
う
、
三
豊
市
型

の
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
は
、
引
き
続
き
国
庫
補
助
金
の
獲

得
な
ど
万
全
の
準
備
を
整
え
、
来
年
４

月
の
稼
働
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
都
市
と
し
て
の
歩
み
を

一
歩
進
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
に
加
え
、
家
庭
用
蓄
電

シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
を
新
た

に
行
い
ま
す
。

竹
資
源
は
、
国
の
民
間
企
業
向
け
補

助
制
度
を
活
用
し
、
国
立
の
研
究
開
発

法
人
と
連
携
し
、
新
規
抽
出
技
術
を
応

用
し
た
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

南
部
火
葬
場
が
３
月
１
日
か
ら
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
地
権
者
を
は
じ
め

地
元
関
係
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
北
部
火
葬
場
に
つ
い
て
も
、

平
成
30
年
早
々
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
推
進
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
単
独
浄
化
槽
撤
去
に

加
え
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
便
槽
撤

去
に
も
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

産
業
界
や
地
域
か
ら
要
望
の
強
い
三

豊
鳥
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
併
用
に
よ
る
フ
ル
イ
ン
タ

ー
化
は
、
市
民
生
活
や
産
業
振
興
の
み

な
ら
ず
、
交
流
人
口
増
加
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
推
進
組
織
を
立
ち
上

げ
、
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。道

路
・
橋
梁
・
漁
港
・
港
湾
施
設
の

整
備
に
関
し
て
は
、
人
口
減
少
社
会
に

適
応
し
つ
つ
、
適
正
管
理
と
維
持
修
繕
、

長
寿
命
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用
状
況
に
応
じ
た
検

討
を
行
い
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道
施
設

や
水
道
管
の
更
新
、
施
設
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
実
施
し
、
中
央
監
視
シ
ス
テ

ム
を
豊
中
町
浄
水
場
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
水

道
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
香

川
県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準
備
協
議

会
に
参
加
し
、
県
内
水
道
事
業
の
広
域

化
を
進
め
ま
す
。

念
願
の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
速
や
か
な

初
動
体
制
の
確
保
と
情
報
収
集
・
指
揮

系
統
の
一
元
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
三
豊
市
災
害
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

健
康
寿
命
に
一
層
の
価
値
観
を
置
き
、

健
康
づ
く
り
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

市
立
病
院
、
診
療
所
の
運
営
体
制
の

強
化
お
よ
び
三
豊
総
合
病
院
と
の
連
携

強
化
を
進
め
、
香
川
県
が
策
定
中
の
地

域
医
療
構
想
を
見
極
め
な
が
ら
、「
新

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
地
域
社

会
の
中
で
高
齢
者
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
立
し
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
地
域
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
、

地
域
支
援
事
業
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
図
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
子
育
て
支

援
は
最
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
現
在
実
施
し
て
い
る
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
年
度

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
は
無

料
と
し
ま
す
。

ま
た
、
高
瀬
南
部
保
育
所
の
建

築
工
事
に
着
手
し
、
公
設
民
営
方

式
に
よ
り
、
来
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
ま
す
。
保
育
士
確
保

対
策
と
し
て
、
臨
時
保
育
士
賃
金

の
改
善
や
保
育
資
格
を
持
つ
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
な
ど
に
対
し
転

入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

豊かな自然と共生し、
環境にやさしいまち

人々が支えあい、健康で
いきいきと暮らせるまち

人々が助け合う、
安全・安心なまち

24

3

環境・生活医療・健康・福祉

安全・安心

新規事業
重点施策

火葬場建設事業（北部）
2億6,236万円

既存トイレ撤去費補助事業
810万円

新規事業
重点施策

高瀬南部保育所整備事業
6億4,072万9千円

新公立病院改革プラン策定事業
680万4千円

新規事業
重点施策

指定避難所標識設置事業
625万円

自主防災会補助金
540万円

▲万が一に備えて、地域みんなで震災対策訓練

▲

時代のニーズに合った医療提供を

▲子どもたちがすくすく育つ保育環境を整備

▲３月１日から供用を開始した南部火葬場

と
に
よ
り
、
併
せ
て
定
住
対
策
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
の
充
実
、
が
ん
検
診

な
ど
の
受
診
率
や
予
防
接
種
の
接
種
率

の
向
上
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
体
制

強
化
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

現
在
市
内
の
み
現
物
支
給
を
行
っ
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
や
重
度
心
身
障
が
い

者
な
ど
へ
の
医
療
費
支
給
を
県
内
に
拡

充
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
自
治
会
・
小
学
校

区
単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
防
災
士
を
中
心
に
、

総
合
的
防
災
組
織
力
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
昨
年
誕
生
し
た
女
性
消

防
団
員
の
拡
充
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
避
難
場
所
標
識
設
置
を

進
め
、
避
難
所
開
設
時
の
食
料
・
水
・

生
活
必
需
品
・
資
機
材
な
ど
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

平成28年度 施政方針と予算
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平
成
28
年
度
か
ら
、
学
校
図
書
指
導

員
を
現
在
の
３
名
か
ら
６
名
体
制
に
拡

充
し
、
学
校
図
書
館
の
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

山
本
地
区
・
財
田
地
区
新
設
小
学
校

が
、
関
係
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
開
校
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
５
台
を
運
行
し
、
通
学

支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
行
事
な
ど

に
も
臨
時
的
に
運
行
し
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。学

校
施
設
に
つ
い
て
は
、
三
野
津
中

学
校
と
詫
間
中
学
校
に
お
い
て
、
老
朽

校
舎
を
解
体
し
、
跡
地
を
駐
車
場
と
し

て
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
で
全
て
の
施
設

の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
今

年
度
か
ら
計
画
的
に
校
舎
や
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
今
月
中
旬
か
ら

試
運
転
を
開
始
し
、
4
月
か
ら
の
公
設

民
営
に
よ
る
稼
働
に
備
え
ま
す
。

生
涯
学
習
で
は
、
詫
間
・
仁
尾
体
育

セ
ン
タ
ー
の
非
構
造
部
材
耐
震
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
高

瀬
町
公
民
館
の
移
転
先
と
し
て
、
高
瀬

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
の
改

修
を
行
い
ま
す
。
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
内
７
図
書
館
の
将
来
的
な
在
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、「
三
豊
市
図
書
館
再

編
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

三
豊
の
歴
史
文
化
事
業
の
今
年
の
テ

ー
マ
は
、
新
猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル
着

工
を
機
に
「
大
久
保
諶
之
丞
と
三

豊
」
と
し
、
市
制
施
行
10
周
年
記

念
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

市
制
施
行
10
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
り
、
５
月
の
「
10
周
年
記
念
式

典
」
を
は
じ
め
、
８
月
に
は
人
気
テ

レ
ビ
番
組
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
開
催
、
ま
た
、
三
豊
に
縁
の
あ

る
人
を
招
い
て
、
滝
口
政
季
９
段
に
よ

る
囲
碁
大
会
や
、
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
藪
恵
壹
さ
ん
に
よ
る
野
球
教
室
と
講

演
、「
み
と
よ
大
収
穫
祭
」（
仮
称
）
な

ど
、
多
く
の
楽
し
い
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
本
年
１
月

か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
交
付
申
請
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
個
人
情
報
の

管
理
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
内
分
権
に
関
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
の
活
動
が
５
年
目
を
迎

え
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
の
受
託
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
的
な
自
主
事
業

を
始
め
て
お
り
、
本
市
の
新
し
い
公
共

を
担
う
核
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
各
種
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
積
極
的
に
自
立
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
三
豊
の
特
徴
と
し
て
の
市
民
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
本
定

例
会
に
お
い
て
、
三
豊
市
の
意
思
表
明

と
も
い
う
べ
き
「
三
豊
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
（
案
）」
を
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
一
層
の
人
権
尊
重

社
会
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

行
財
政
改
革
で
は
、
本
年
度
か
ら
普

通
交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
が
始
ま
り

ま
す
。
従
っ
て
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

掲
げ
た
94
の
プ
ラ
ン
を
必
ず
や
り
遂
げ

る
と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、「
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
と
い

う
地
方
自
治
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
の

「
量
の
行
革
」
か
ら
「
質
の
行
革
」
に

軸
足
を
移
し
、「
管
理
重
視
の
行
政
運

営
」
か
ら
「
地
域
経
営
型
の
行
政
運
営
」

へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

に
つ
い
て
も
、
第
三
次
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
計
画
的
な
職
員
の
採
用
を

進
め
る
と
と
も
に
、
総
人
件
費
の
削
減

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」、

ま
た
本
年
10
月
に
策
定
予
定
の
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
統

廃
合
、
機
能
の
複
合
化
な
ど
を
推
進
し
、

解
体
・
撤
去
に
あ
た
っ
て
は
積
極
的
に

合
併
特
例
債
を
活
用
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
関
連
し
、
急
激
な
起
債
残
高
の
抑

制
と
公
債
費
の
平
準
化
、
ま
た
、
計
画

的
な
施
設
統
廃
合
に
向
け
た
財
源
確
保

の
た
め
、
国
に
対
し
、
額
の
増
額
は
要

望
し
な
い
も
の
の
、
合
併
特
例
債
の
発

行
期
間
の
再
延
長
を
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。
議
員
各
位
の
力
強
い
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
支
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
能
と

公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
事
務
所
を
で
き
る
限
り
１
カ

所
に
集
約
し
、
市
民
力
が
発
揮
さ
れ
地

域
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と

し
て
の
「
市
民
セ
ン
タ
ー
」
化
へ
の
移

行
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
市
制
施
行
10
周
年
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
殻
を
破
り
、

「
10
周
年
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、

10
周
年
で
な
い
と
で
き
な
い
こ

と
」
と
い
う
よ
う
な
、
思
い
切

っ
た
企
画
・
施
策
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
上

手
く
い
か
な
け
れ
ば
次
年
度
は

即
座
に
中
止
す
る
、
そ
ん
な
ス

ピ
ー
ド
感
と
覚
悟
を
も
っ
て
臨

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
各
位
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
「
中
央
集
権
」
か

ら
「
地
方
分
権
」
へ
の
移
行
を

訴
え
、
い
つ
で
も
そ
れ
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
職
員
が
一
層

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
国

や
県
と
も
同
等
に
渡
り
合
え
る

能
力
を
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
４
月
１

日
よ
り
環
境
省
へ
職
員
派
遣
を

行
い
ま
す
。

同
時
に
、
地
域
内
分
権
も
進

め
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
一

層
自
立
し
た
市
民
力
の
発
揮
を

お
願
い
し
、
人
口
や
財
源
縮
小

の
現
実
を
み
ん
な
で
新
し
い
時

代
と
し
て
と
ら
え
て
、
三
豊
の

第
二
ス
テ
ー
ジ
に
、
徹
底
し
た

未
来
志
向
の
姿
勢
で
可
能
性
の

あ
ふ
れ
る
、
み
ず
み
ず
し
い
田

園
都
市
「
強
く
や
さ
し
く
楽
し

い
三
豊
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
平
成
28
年
度
に

向
け
た
私
の
施
政
に
対
す
る
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

豊かな心を育み、
文化を発信するまち

ともに考え行動する、
自らが創るまち

5

6

教育・文化

人権・住民自治・行財政

新規事業
重点施策

三野津中学校建設事業
1億7,668万8千円

詫間中学校建設事業
9,506万5千円

新規事業
重点施策

かがわ電子入札システム導入事業
3,024万円

公金収納システム構築事業
2,050万2千円

▲新しく竣工した南部学校給食センター

む
す
び

▲▲さまざまな自主事業を行う
　　まちづくり推進隊

平成28年度 施政方針と予算
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積
極
的
か
つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
前
年
度
比
51
億
1
’
0
0
0
万
円
、

率
に
し
て
14
・
2
％
減
の
3
0
7
億

8
’
0
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「〝
豊
か
さ
〞を
み
ん
な
で

育
む
市
民
力
都
市
・
三
豊
」
を
実
現
す

る
た
め
、
三
豊
市
新
総
合
計
画
で
6
つ

の
分
野
ご
と
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
三
豊
市
新
総
合
計

画
第
8
期
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
大
型
建
設
事
業
に
合

併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、

積
極
的
か
つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

【
歳
入
】

市
債
は
33
億
7
’7
0
0
万
円

　

歳
入
予
算
の
う
ち
、
使
い
道
が
決
め

ら
れ
て
い
な
い
一
般
財
源
と
し
て
主
な

も
の
は
、
市
税
74
億
4
’
7
3
4
万
6

千
円
（
前
年
度
比
▲
1.2
％
）、
地
方
交

付
税
1
0
6
億
4
’
5
0
0
万
円
（
前

年
度
比
▲
2.8
％
）、
地
方
譲
与
税
・
交

付
金
17
億
4
’
8
0
0
万
円
（
前
年
度

比+

2.9
％
）
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
「
貯
金
」
で
あ
る
基
金

か
ら
の
繰
入
金
は
、
12
億
9
’
2
1
6

万
1
千
円
（
前
年
度
比
▲
8.7
％
）
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
「
借
金
」
で
あ
る
市
債

に
つ
い
て
は
、
33
億
7
’
7
0
0
万
円

（
前
年
度
比
▲
54
・
1
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
歳
出
】

投
資
的
経
費
は
大
幅
減

　

歳
出
予
算
の
う
ち
、
義
務
的
経
費
と

し
て
人
件
費
49
億
1
’
9
8
3
万
8
千

円
（
前
年
度
比
▲
2.4
％
）、
公
債
費
26

億
2
’
6
3
1
万
7
千
円
（
前
年
度
比

▲
3.6
％
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
職
員

の
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
や
、「
借

金
」
で
あ
る
市
債
を
抑
制
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
度
比
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
扶
助
費
は
34
億
1
’
3
5
5

万
9
千
円
（
前
年
度
比+

2.4
％
）
で
、

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
費
の
増
額
な

ど
に
よ
り
前
年
度
比
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
前
年

度
比
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
50
億
9
’
8
4
2
万

6
千
円
（
前
年
度
比
▲
53
・
5
％
）
で
、

山
本
地
区
・
財
田
地
区
新
設
小
学
校
建

設
事
業
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備

事
業
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
補
助
費
や
物

件
費
な
ど
が
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
の
増
額
や
委
託
料
の
増
額
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
繰
出
金
も
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
の
増
に
よ
り
、
前
年

度
比
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

特別会計

企業会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

集落排水事業特別会計

浄化槽整備推進事業特別会計

港湾整備事業特別会計

9,980,000

165,000

934,000

7,590,000

106,000

192,000

231,000

21,000

19,219,000

10,200,000

165,000

922,000

7,350,000

106,000

207,000

231,000

20,000

19,201,000

水道事業会計 2,489,276

1,831,845

4,321,121

2,408,516

1,840,048

4,248,564

合　　計

合　　計

会　計　名 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額

会　計　名 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額

病院事業会計
「永康病院・西香川病院」

自主財源とは
市が自主的に収入できる財源（市税、使用料、財産収入など）
依存財源とは
国や県から交付されたり割り当てられたりする財源（地方交付税、国庫支出金、県支出金など）

義務的経費とは
その支出が義務付けられ、任意に節約ができない経費（公債費、人件費、扶助費）
投資的経費とは
道路や施設などの整備に使う経費（普通建事業費、災害復旧費）
その他経費とは
上記以外の経費（物件費、補助費等積立金など）

単位：千円

単位：千円

平成28年度　三豊市の予算

35.6％
（－1.3％）

義務的経費
109億5，971万4千円

47.8％
（＋6.5％）

その他経費
147億2，186万円

16.6％
（－53.5％）

16.0％（－2.4％）

投資的経費
50億9，842万6千円

16.6％（－53.5％）
50億9，842万6千円

9.8％（＋10.0％）
30億445万3千円

3.0％（＋18.7％）9億2，250万7千円

人件費

11.1％
（＋2.4％）

34億1，355万9千円
扶助費

8.5％
（－3.6％）

26億2，631万7千円
公債費

普通建設事業費・
災害復旧費

積立金・貸付金・投資
および出資金・予備費

繰出金

20.0％
（＋3.4％）

61億5，781万5千円
物件費

14.6％
（＋6.2％）

45億598万円
補助費等

49億1，983万8千円

33.9％
（－1.8％）

自主財源

66.1％（－19.5％）

依存財源
203億3，817万6千円

104億4，182万4千円

11.0％（－54.1％）

市債
33億7，700万円

14億4，100万円

3億700万円

7億6，550万5千円

23億2，532万5千円

2.5％（－3.4％）
7.6％（－26.3％）

1.0％（＋0.7％）

4.7％（＋3.4％）

14億8，853万6千円 4.8％（－4.4％）

分担金・負担金、使用料・手数料

7億4，043万7千円 2.4％（－0.7％）
諸収入

財産収入・寄附金・繰入金・繰越金

地方譲与税

各種交付金

国庫支出金

22億4，285万1千円

7.3％（＋6.8％）

県支出金

74億4，734万6千円

24.2％
（－1.2％）

市 税

106億4，500万円

34.5％（－2.8％）
地方交付税

歳出 歳入
0.4％（＋15.8％）1億3，110万5千円

維持補修費

27年度から

51億1,000万円
の減額

一般会計予算

平成27年度

358億9,000万円

平成28年度

307億8,000万円

用語解説

歳
入

歳
出
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